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アクティブバッファ回路を有する 

昇降圧形 DC/AC コンバータの実機検証 

渡辺 大貴・小岩 一広・伊東 淳一（長岡技術科学大学）

1. はじめに  

近年，太陽光発電用のパワーコンディショナ

には高効率に加え，回路の小形化，長寿命が要

求される (1)。単相に連系する場合，電源周波数

の 2 倍の電力脈動が生じる。そのため，大容量

の電界コンデンサが必要となり，装置の大型化

や短寿命化を招いている。  

本稿では小容量のフィルムコンデンサで電力

脈動を補償できるアクティブバッファ回路を有

する昇降圧形インバータ回路を製作し，実機検

証を行ったので報告する。  

2. 回路構成 

図 1 に回路構成図を示す。本回路は電力の平

均分をインバータに供給し，脈動分の電力をバ

ッファ回路へ還流して電力脈動を補償する (1)-(2)。

また，バッファ回路は昇圧チョッパとバッファ

コンデンサで構成され，昇圧と同時に電力脈動

補償を行っている。昇圧チョッパを用いている

ため，入力電圧が低くても，系統と連系できる

うえ，入力電圧が系統電圧より高くても，イン

バータにより降圧することで，連系可能であり，

本回路は昇降圧機能を有している。  

図２に電力脈動の補償原理を示す。出力電圧

Pout は (1)式で表せる。  

 )2cos(1
2

t
IV

P outout
out  ……………… (1) 

ここで，Vout は出力電圧最大値，Iout は出力電

流最大値である。(1)式より，脈動を打ち消すた

めには，バッファ回路での瞬時電力 Pbuf は (2)式

で定義すればよい。  
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よって ,Pbuf を Pout に対して脈動を打ち消すよう

に制御することで電力脈動を補償する。  

3. 実験結果  

図 3 に動作波形を示す。なお，実験では系統連

系はせずに，RL 負荷にて基本動作を評価した。実

験条件は，入力電圧 50V，出力電圧 75V，スイッ

チング周波数 16kHzで，50W出力である。ここで，

バッファ回路はリアクトル L2 に流れる電流をフ

ィードバック制御し，電流脈動を抑制している。

図 3(b)より，キャパシタ電圧が安定に制御されて

いることがわかる。また，入力電流の脈動は 80%

低減している。以上より本回路で電力脈動補償の

有効性を確認することができる。しかし，インバ

ータの出力波形にひずみが生じている。この理由

は，インバータの直流リンク電圧にキャパシタ電

圧の脈動が重畳されるため，インバータ出力電圧

がひずんでいると考えている。対策として，直流

電圧補償を付加することがあげられる。  

今後の予定として，出力波形改善のために，制

御法の最適化を行う。また，系統連系での効率と

力率の評価を行う。  
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